
科目   タカ目　ミサゴ科

時期

環境

鳴声
　と一節に10音前後続ける。

特徴 　雌雄ほぼ同色。

ヨシガモ オオバン ムクドリ

マガモ シロチドリ ツグミ

カルガモ ユリカモメ ジョウビタキ

ハシビロガモ ウミネコ スズメ

オナガガモ カモメ キセキレイ

コガモ セグロカモメ ハクセキレイ

ヒドリガモ ミサゴ セグロセキレイ

ホシハジロ トビ アトリ

キンクロハジロ カワセミ カワラヒワ

カイツブリ コゲラ イカル

カンムリカイツブリ ハシボソガラス ホオジロ

キジバト ハシブトガラス アオジ

カワウ ヤマガラ

ゴイサギ シジュウカラ

アオサギ ヒヨドリ

ダイサギ ウグイス

コサギ エナガ

バン メジロ

甲　山　探　鳥　会

日　時：2023年12月21日（木）　9時～12時

【魚食性猛禽類　ミサゴ（鶚）】

場　所：阪急夙川駅～御前浜（解散） （集合場所：9時　阪急夙川駅南改札口前）

ミサゴは捕えた魚をお気に入りの場所に運んで食事をするため、写真の様に頭を前にして空気抵抗を抑え

ガエルを食べているのを目撃された事も有りますので、捕獲されて運ばれている種を良く観てみるのも

んだ記録も有るようです。

　水面上で停空飛行し、水中に足から飛び込み魚類を捕る。

　朝、六甲山系から狩りに出かけ、武庫川上空、甲山上空を通過し甲子園浜、御前浜方面に向かいます

るように持ち替えます。この様な生態を観るのも面白いですし、また魚食性と言われていますが、ウシ

通常、狩場と巣の位置はせいぜい5～10㎞程度と推定されていますが、直線距離にして26㎞もの距離を飛
ので、この辺りでは比較的よく見かける種ですが、準絶滅危惧（NT）に指定されています。

　この辺りでは留鳥だが、寒冷地のものは冬、暖地へ移動
　する。
　普通は１羽か2羽で行動する。

　比較的ゆっっくりとしたテンポで「ピョピョピョ・・」

全長　　　 ♂58㎝　♀60㎝

　　　　　　　　　　　「全国鳥類越冬分布調査報告2016-2022年」森永啓司

（注2）トイレは阪急夙川駅及び河川敷に公衆トイレが数か所有ります。

この時期見られそうな鳥（鳥名は図鑑掲載順）
面白いかも判りません。

出典：文一総合出版「BIRDER 2023年11月号」、山と渓谷社図鑑「日本の野鳥」、バードリサーチ・日本野鳥の会

（注1）参加されます方は名札の着用をお願い致します。


